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世話人 :三宅啓太 (九州大 ･工)
サブゼミ 物性基礎論(Ⅰ)
東京大学教養 戎崎俊一､東大理 泰池真弘人､東工大物理 深町
従来の物理学は解析物理学とやもいう.べきものであり､物理になぜ計昇機を使うのか･了ということに
ついて疑問のある方も多いと思います｡そこで今年は計算機物理ということにしました｡単に汎用の
『計算機をどう使う』という次元を越え､ 『専用計算機』を作って使っている方々に来ていただくこ
とにし､重力専用コyピューター;GRAPEのチームを率いる東京大学教養の戎崎さんとスビy系
専用コンピュータ:イジングマシンを作った中の一人 ;泰地さんに来ていただいて専用計算機のお静
を何いました｡
GRAPE (GRAyityPipE)とは:
古典力学では既に重力の方程式が決まっています｡また律速段階であるN自乗の計算量になる
相互作用項のみが速ければよいのでそれ専用にarchitectureを作ってしまう｡ GRAPEボードを見
せてもらいましたが､目で見て流れがわかる-ードウエアでした｡こうして汎用性を捨てれば速く
なる｡汎用性をある程度捨ててはいますが相互作用が f(r)型のものならなん{･もできるタイプもあ
り､タンパク質の研究などに使えるそうです｡
イジングマシン:
-450-
｢第37回 物性若手夏の学校｣(1992年度)
つまるところ古典スピyはbit演算です｡もっともコンピュータにのりやすいといえます｡この
マシンも専用のアーキテクチュアを作ってしまう七とで個人で持てる大型機並の性能を実現していま
す｡
専用計算機の時代 ;
かつて計算機と言えば専用機のことでした (ENIACとかの時代)｡そののち計算機の発達は汎
用性-の道を歩んでいきました｡しかし今のいわゆるスーパーコンピュータI (この文脈では､かな
り汎用性があるマシンのカテゴリ-に入る)の性能 ･発展スピード等は決して科学技術計算に十分な
ものではありません｡その時どうすればいいのか?
普通物理実験の人は実験装置を自分で作るものです｡でも (理論物理&数値実験)の人だけは市
販品のマシ'/で､動きさえすればいいプログラムが書ければそれだけでいいのか7
今までは確かにそうでした｡これからもそうだとは言い切れません｡--ドウエアの設計も昔に
比べ容易になりました｡これからは知 りたいことがあってそれに計算機がessentialなことなら自分
で専用機を作って行なう時代になるのではないか7そういったものの具休例のがGRAPEやイジン
グマシンでしょう｡
スーパーコンピューターとはオーダーが異なる壊れたコストiフォーマyスを実現できる専用機
を作 りそれを使いこなす物理崖の時代がそこまで来ているのかもしれません｡上のテーマとは直接的
には関係ないのですが､この話の延長上には"手足のどとく使いこなす道具打としてのコyピュ-
タという位置付けが成り立つと思います｡道具の面倒は自分でみるのが当然であるという理屈に関連
して､道具としてのUNIXマシン(similarequaltoワークステーショy)の管理についての話し合
いも少し行ないました｡自分の道具の面倒は自分でというしどく当たり前という意見に落ち着いたと
思います｡
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